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   ・チセフライェアプト［cise-huraye-apto］：cise（家）・huraye（洗う）・apto（雨） 






    山の神・熊の子供を洗う雨：２月に降る雨 
      解説：熊は冬に子供を産み、穴のなかで雪解けまで暮らすが、子供が生ま
れた後の２月に降る雨が雪を固めてくれるため、その時期に熊狩り
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    ハプラプチュプ オッ タ   アシ アプト  アレコ ヒ  
    haprapcup       or    ta   as    apto   a=reko  hi 
    キムンカムイポフライェプ    セコロ  アイェ プ ネ ワ。 
         kimun kamuy po huraye p  sekor    a=ye   p   ne  wa 
        （二月に降る雨の名前は、山の神・クマが子供を洗うものというものだ。） 
  ・シンルプシカプ［sir-rupuska-p］：sir（大地）・rupuska（凍らせる）・p（もの） 
チュク イヨッタ イヨシノ アシ アプト  シンルプシカプ  セコロ  
     cuk    iyotta     iosino     as    apto    sir rupuska p    sekor   
      アレコ プ ネ セコロ  カネ クシュートホ エネパカシヌ プ ネ ア 
    a=reko  p   ne  sekor  kane  ku=siwtoho  en=epakasnu  p   ne  a 
 ワ。 
  wa. 
       （ 秋の一番終わりに降る雨のことを、大地を凍らせる雨という名が付いてもの 
     だと、私の舅が、私に教えてくれたものだった。） 




  ウパシ アナクネ   リクンカント ワ アイヌモシルン ウホユッパレ ワ 
   upas    anakne    rikun kanto  wa  aynu mosir un  uhoyuppare   wa. 
シノツエエク  ペ ネ ルウェ ウン。 





    人殺し雪 
      解説：かつては、このような言い方の激しい雪が降ると、必ずのように 
どこそこで凍死者が出たという話が聞こえてきたそうである。 
  ・サンカラリプ［san-ka-rari-p］：san(棚)・ka(上)・rari(おさえる)・p(もの) 
    魚を簾状に干してある上に降った雪 
      解説：かつてのアイヌにとって鮭（カムイチェプ：神の魚）をはじめ魚は
重要な食料であった。ここではシシャモ（スサム）のような小魚を 
         保存のために干してあるところに降る雪を表し、雪の冷蔵・冷凍機
能の重要性と季節感がともに表現されている。 
  ・トルルカラリプ［torur-ka-rari-p］：torur(山積みの魚)・ka(上)・rari(おさえる)・ 
                   ｐ(もの) 
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        シシャモを獲って山積みにしてある上へ降った雪 
  ・ウカ［uka］：堅雪 
    マタ ホントム タ アプト アシ   オカケ スイ メアン  コロ  ピリカ 
   mata  hontom   ta  apto    as    okake   suy   mean    kor   pirka 
   ウカ アン。 
       uka  an. 
      （冬の半ばに雨が降った後、再び寒くなると、丁度よい堅雪になる。） 
  ・ペラツネウパシ［peratne-upas］：peratne（一重）・upas（雪） 
   パイカラ アン  コロ ペラツネウパシ アシ ランケ。 
   paykar    an    kor   peratne upas  as    ranke. 
      （春になると、淡雪が度々降るものだ。） 
  ・コムコムウパシ［komkom-upas］：komkom（小鳥の胸の柔らかい毛）・ups（雪） 
   コムコムウパシ  アシ  ヤッカ ナーニ ル ワ イサム ペ ネ  ワ。 
   komkom ups     as    yakka   nani   ru  wa  isam   pe  ne  wa. 
      （綿雪は、降ってもすぐに溶けて無くなるものだ。） 
 
3. ハワイの気象語彙の概観 
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Moa‘e Lehua Moa‘e 風の一種(詳細情報なし） 
Moa‘e Pehu 強い Moa‘e 風 
Moa‘e 
貿易風 
北東から吹く風 Kaiāulu 心地よいそよ風の Moa‘e 風 
Kona Kū 大雨を伴う Kona 風 
Kona Lani にわか雨を伴う Kona 風 




Kona Hili Mai‘a 長引く雨を伴った Kona 風 
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Kinailehua レフアの花を静める ハワイ島パナエヴァ地区の雨 
Koholā Lele ジャンプする鯨 ハワイ島ハーマークア地区、マウイ島ハナ
地区の東から西へ吹く風 
Kuahine 伝説上の女性の名 マーノア地区の霧状の雨 
Kuehu Lepo 土を巻き上げる ハワイ島カウー地区ナーアーレフ、オアフ
島の風 
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